
第52回 県高校総体

1位種目

男子総合2位（92.5点）
1位 陸上競技･バスケットボール･
 剣道･競泳
2位 サッカー
3位 駅伝
4位 柔道
5位 ラグビー･軟式野球･
 自転車競技･テニス

女子総合4位（55.5点）
1位 サッカー･柔道
2位 テニス
3位 ソフトボール
5位 陸上競技

　真夏のような暑さの中、県高校総体開会
式が行われました。群馬県内の高校83校が
行進する中、前橋育英は、金子副校長先生
をはじめとする1年生91人の息のそろった
行進を観客に披露してくれました。
　これから運動部の皆さんは、様々な競技
に出場されると思いますが、悔いの残らな
いよう最後まで全力で戦いに挑んでくだ
さい。
文･撮影／会計監査 酒見 健太郎（2-4）

生徒会だよりvol.2

県高校総体
開会式レポート
5月12日（金）
正田醤油スタジアム

5月12日（金）～5月14日（日）
陸上のみ／5月18日（木）～5月21日（日）
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2017年度2017年度
第2号第2号
前橋育英高等学校 企画運営部前橋育英高等学校 企画運営部

5月19日（金）

〈締結式〉

〈講演会〉テーマ「学習と食事の関係について～
 アタマを活発に動かせる栄養を知っていますか？～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師／大塚製薬 板垣 秀樹氏

　平成27年度まで11年連続23回目の男子総合優勝で、連続記録をどこまで
伸ばすかという話題もあったが、昨年度は終わってみれば、4位で非常に悔しい
思いをした。今年度こそ男子は王座奪還、女子は過去最高を、さらに5年連続の
入場行進優秀校を目指し、選手だけでなく行進の生徒も頑張って挑んだ。　　
　総合開会式までの順位は水泳・駅伝・冬季種目などの得点で、2位に6点差を
つけ1位であった。しかし、最終の陸上競技を前にして、途中経過を確認した
ところ、2位。しかも、1位との得点差は13点以上あり、陸上で優勝しても逆転
できないことが判明してしまった。優勝したのは県立前橋高校（初）であった。
　今や前橋育英はスポーツの強豪校として、県内だけでなく全国に名を知らし
めている。その自信と誇りを胸に、来年はあの大きな優勝杯を取り戻すつもりで
挑んで欲しい。 体育科主任 原口 秀樹

大塚製薬 産学連携協定締結式･講演会細貝 萌選手来校

　サッカー部OB細貝萌選手（平成16年度卒・柏レイソ
ル）が来校し、山田監督、田部井涼キャプテンと座談会を
行いました。座談会の模様は6月末に発行する「学校案内
2018」およびHPに掲載します。座談会終了後、細貝選手
は高崎グラウンドを訪れ、サッカー部員にエールを送って
下さいました。

　サッカー部OB細貝萌選手（平成16年度卒・柏レイソ
ル）が来校し、山田監督、田部井涼キャプテンと座談会を
行いました。座談会の模様は6月末に発行する「学校案内
2018」およびHPに掲載します。座談会終了後、細貝選手
は高崎グラウンドを訪れ、サッカー部員にエールを送って
下さいました。

　この大会は、2年連続優勝を
目標に臨みました。しかし、準々
決勝で浦和学院に敗れ、いろ
いろな課題と悔しさが残る大会
となりました。夏の大会に向け、
野球だけでなく、人間としても
成長していき、期待に応えられ
るように頑張ります。

主将 飯島 大夢（3-9）

　関東大会は、自分たちの持ち
味である攻撃的守備で多くの
アウトを重ねることができまし
た。しかし、攻撃面ではチャンスで
一本が出ず負けてしまいました。
夏までに、もっとレベルアップ
して、甲子園優勝目指して顔晴り
ます。応援よろしくお願いします。

丸山 和郁（3-10）

　今大会は最終日まで
勝てるか分からない
戦いとなりましたが、
粘り強い育英らしい試
合運びで総合優勝する
ことができました。この

経験を生かし、今後の大会ではより良い結果が出せるよう
頑張りたいと思います。 主将 青木 智宏（3-10）

　男子バスケットボール部は
県高校総体で優勝すること
ができましたが、振り返って
みるとチームだけでなく、
個人の課題も多く残る大会
となりました。関東大会や

インターハイ予選に向けて、しっかり修正をしていきたいと思います。
今後とも応援をよろしくお願い致します。 主将 相川 勇樹（3-12）

　今大会では自分達の
弱さを知る良い経験が
できました。優勝するこ
とはできましたが、課題
の残る試合が多く、満足
のいく大会ではなかっ

たと思います。もう一度、磐石なチームを作り上げて、今後
の大会に挑みたいと思います。 主将 田中 雅浩（3-9）

　昨年度の県高校総体では、
総合で1位を取れたものの、
800mリレーでは他校に負け
てしまいました。今年度は
リレーはすべて1位を取り、
11年連続23回目の総合1位

を取れるよう頑張っていきたいと思います。また、個人ではインターハイ
出場を目指して努力していきます。 主将 髙井　翔（3-12）

　決勝では健大高崎と戦
い、接戦の中で4ゴールを
決めきり優勝することが
できました。県高校総体
3連覇となります。しかし、
課題点はまだまだ沢山

あります。関東大会ではインターハイ出場を目指し、チーム一丸
となってがんばっていきます。 主将 久保田 明未（3-9）

　今大会を振り返ると、
チームとして「自信」が
ついたように思います。
互いに励まし合い、諦めず
に頑張った成果が出せて
良かったです。「私達なら

絶対勝てる」。支えて下さる家族や先生方の為にも、インター
ハイ予選でも優勝したいと思います。 主将 吉田 歩加（3-10）

撮影協力／写真部撮影協力／写真部フォトギャラリーフォトギャラリー

　2017年度、前橋育英
高校では、本校における
スポーツの振興、通学す
る生徒の健康増進等を目的として、大塚製薬株式会社様と
学校としては群馬県内初となる「産学連携協定」を締結し
ました。5月19日、その締結式が学園関係者、大塚製薬関係
者の出席のもと緊張感のある中にも和やかな雰囲気で行
われました。当日はマスコミ各社の取材もあり、夜の群馬
テレビのニュースでその模様が放映されました。

　大塚製薬様との産学連携協定の締結式後、それを記念
して上記の講演会が行われました。朝食の大切さ、勉強と
食事の関係、スポーツのための体作りと栄養の関係など、
わかりやすく講演していただき、受験生をかかえる保護者・

サッカー部の生徒約
200名が熱心に耳を傾
けていました。

教頭 神山 義幸

第69回春季関東地区高等学校野球大会

〈 2 回 戦 〉 対 駿台甲府（山梨2位） 1-0
　　　　　　　　　　　　　　　（延長10回タイブレーク）
〈準々決勝〉 対 浦和学院（埼玉1位） 0-2 ベスト8

5月20日（土）～24日（水）
水戸市民球場ほか（茨城県）

硬式野球部

陸上競技部 バスケットボー
ル部

女子サッカー部 柔道部

剣道部 水泳部

男子サッカー部
OB
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